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巡回展「宗谷の昭和 100 年」のようす 
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１．管理運営 

  

１）組織 

    教育長 吉田 秀昭  次長兼学芸係長 山谷 文人    

    社会教育係長 高田 慎也 主事 近藤 稜起 公民館業務係長 熊谷 卓耶 

             

２）利尻富士町文化財保護専門委員会  

    鈴木 祐尚  佐藤 英寛  長森 正良  西島 徹 

         

３）利尻島郷土資料館月別入館者数 

月(開館

日数) 

個人 団体 無 料 

入館者 

合 計 

人 数 

うち 

外国人 大人 中学生 小学生 計 大人 小中学生・障害者 計 

5(27 日) 398  14  8   420  0   0  0  25  445  0 

6(26 日) 1172  14  1  1187  622  18  640  10  1837  9 

7(31 日) 1410  26  11  1447  849  22  871  18  2336  33 

8(31 日) 1510  48  55  1613  135  0  135  14  1762  36 

9(25 日) 1014  6  2  1022  209  0  209  40  1271  13 

10(27日) 236  7  3  246  113  0  113  31  390  7 

計 5740  115  80  5935  1928  40  1968  138  8041  98 

 6 年度同様 8 千人台。個人については、300 名ほど増えている。建物の修繕としては、外壁の水

切り箇所を中心に行ない、維持管理に努めた。 

 館展示資料をはじめ、収蔵資料について公開可能なものは、随時北海道デジタルミュージアムへ

の登録を行なっている。 

 

 ２．事業・活動等 

１）活動状況   

開催日 行事名 対象 人数 講師 

4/14,15, 

5/22 

フレイル予防教室（鴛泊、鬼脇、旭浜） 

昔の地図と写真で頭の体操 

高齢者 3 回

34 

山谷 

7/9 利高総合的な探究（りしりアートビジ

ターセンター見学） 

2 年生 4 山谷 

9/17 利高ふるさと教育（ビジターセンター

見学） 

1 年生 15 山谷 

10/17 利小・鬼中理科「利尻山について」 小 6・中 1 年生 10 山谷 

10/25 利尻神社下遺跡調査見学会 一般 8 福田正宏教授（東大） 

10/27 鴛小（資料館見学） 4 年生 9 山谷 

11/13 第 10 回フィールド発表会（どんと） 一般 9 佐藤、冨永、山谷、鈴木 

1/20 利小社会科「町の様子と人々の暮らし」 3 年生・4 年生 7 山谷 
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月日 内 容 場所 備考 

5/28 管内学芸職員連絡協議会総会・研修会 稚内市 Web 参加 

6/7 道指定文化財パトロール 島内  

7/10 三重県松阪市長一行来訪 島内 松浦武四郎関係 

7/19 外来種（ｺﾊﾞﾉﾊｲｷﾝﾎﾟｳｹﾞ）防除会 北麓野営場 博物館と共催（10 名参加） 

8/7 中央バスシービーツアー 泉の袋澗  

9/15 北海道訪日観光案内 島内 15 名 

9/26-27 オホーツク文化研究打合せ、資料調査 函館高専、市博  

10/14-25 利尻神社下遺跡発掘調査（4 次） 利尻神社下遺跡 東大との共同調査 

11/17-18 管内学芸職員連絡協議会研修会 枝幸町 欠航により web 参加 

 

印刷物・執筆関係ほか 

・広報りしり富士「わがまちタイムスりっぷ」連載 

  №262 連載 66「戦後 80 年～墨塗り教科書」 

  №263 連載 67「積丹半島沖地震：利尻島にもたらされた津波被害」 

  №264 連載 68「結核予防デー仮装行列」 

 

・利尻島の水産だより№123「北の海の語り」 

  往田キミさん「ニシン場の飯炊きで利尻へ」 

 

・利尻しまじゅうエコミュージアム 

しまじゅう通信№4 りしりのものがたり「石は語る」 

 

・北海道学芸職員部会コラムリレー「博物館～資料のウラ側」          外来種防除会 

  「教科書に隠された戦後教育の転換」 

 

２）企画展示     

期間 テーマ 場所 来場者数 

（町民） 

協力機関 

8/13-9/15 管内巡回展「宗谷の昭和 100 年

－戦争の時代から復興へ－」 

りしりアートビジ

ターセンター 

５６１ 

（１３３） 

稚内、枝幸、礼文、

利尻各教委 

 

３）資料照会・調査研究    

月日 氏名・機関名 対象資料 点数 備考 

6/23 松田正孝（大阪電気通信大学） 墨塗り教科書写真  墨ぬり教科書－敗戦直後の

日本の教育とアメリカン・

デモクラシー掲載 

6/24 文化庁田中調査官ほか植生調査視察 町内植生地、施設   

9/3-9/5 木村美幸（岐阜聖徳学園大学） 鬼脇村役場文書  徴兵制度関係 

11/5 ウォータアンドライフ社 マクドナルド   



－３－ 

8/6-8, 

12/25 

波田尚大（北海道博物館） 鬼脇村役場文書  七夕等習俗関

係 

＊上記のほか、個人の先祖ルーツ探しやクマ渡海に伴う資料問合せが寄せられた。 

 

４）資料収集（７年１月～７年１２月受入分） 

№ 資 料 名 点数 年 代 寄贈者・提供元 備 考 

1 タラバガニ漁家写真 1 大正期？ 資料館内  

2 行李（子ども・男性用丹前） 2  吉田満  

3 スキー板、竹ストック、ブーツ、

金具一式、アザラシ皮シール  昭和 

 

4 皆朱＊＊吸物膳捨人前 2 大正 8 年 3月  

5 莨盆入、蛭子講膳捨人前、弁当

箱、岡持、おひつ、木桶 

   

6 飾玉小皿函 1 大正 3 年 10 月  

7 火鉢 1 昭和 8 年  

8 トド頭骨 1 2010 年代 トド撃ちによるもの 

  

３．利尻富士町指定文化財・埋蔵文化財包蔵地一覧 

 

・町指定文化財（20 件）                    昭和 54 年 10 月 26 日指定 

№ 名  称 年 代 種 別 所 在 地 所有者・管理者 

1 南浜獅子神楽 明治中期 無形民俗文化財 鬼脇字南浜 南浜獅子神楽保存会 

2 奥の院（利意志里山大権現） 明和２[1765]？ 有形文化財 鴛泊字本泊 本泊自治会 

3 厳島神社 18C 末～19C 初 有形文化財 鴛泊字港町 港町自治会 

4 会津藩士の墓 文化５[1808] 有形文化財 鴛泊字本泊 慈教寺 本泊自治会 

5 会津藩士の墓 文化５[1808] 有形文化財 鴛泊字港町 ペシ岬 碑保存顕彰会 

6 本泊頓宮鳥居 天保９[1838] 有形文化財 鴛泊字本泊 本泊自治会 

7 利尻山神社境内 明治９[1876] 有形文化財 鴛泊字本町 利尻山神社 

8 リイシリ運上屋跡 明和２[1765] 史跡 鴛泊字本泊 利尻富士町 

9 金刀比羅神社本殿 明治 25[1892] 有形文化財 鬼脇字鬼脇 世話人会 

10 北見神社境内 明治 32[1899] 有形文化財 鬼脇字鬼脇 北見神社 

11 利尻島郷土資料館 大正２[1913] 有形文化財 鬼脇字鬼脇 利尻富士町 

12 大沢寺鐘楼堂 明治 28[1895] 有形文化財 鬼脇字鬼脇 大沢寺 

13 桐山三四郎顕彰碑 明治 44[1911] 有形文化財 鬼脇字鬼脇桐山公園内 利尻富士町 

14 綱島貞助顕彰碑 昭和２[1927] 有形文化財 鬼脇字鬼脇北見神社内 北見神社 

15 北海道三景の碑 大正 13[1924] 有形文化財 鬼脇字鬼脇北見神社内 北見神社 

16 宗谷区務所往書留 明治 10[1877] 古文書 鬼脇字鬼脇 利尻富士町（資料館蔵） 

17 栄町キャンプ場遺跡 旧石器時代 史跡 鴛泊字栄町 利尻富士町 

18 沼浦湿原  天然記念物 鬼脇字沼浦 利尻富士町 
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19 南浜湿原  天然記念物 鬼脇字南浜 利尻富士町 

20 ラナルド・マクドナルド渡島の地 嘉永元[1848] 史跡 鴛泊字野塚 利尻富士町 

 

・埋蔵文化財包蔵地（20 件）       

登載番号 名 称 種別 現状 所 在 地 年 代 

Ｈ－10－1 大磯１遺跡 遺物包含地 雑種地 

鴛泊字大磯 126-1・2,127～132,134-1,151, 

153～156,157-1～5,158,159-1～5,160～

162,179-1～3,180～182 

縄文中期 

～続縄文 

Ｈ－10－2 大磯２遺跡 集落跡 原野 

鴛泊字大磯 31-2,38-1・3,40,41,59～62,63-1・

2,64,65-1・2,66～70,86-1・2,88,89,93,94, 

95-1・2,96-1・2,97,98-1・2,99,100 

縄文中期 

～オホーツク 

Ｈ－10－3 本泊遺跡 集落跡 
原野、宅地、

畑 

鴛泊字大磯 3,4,5-1・2,6,7,31-1,字本泊

221-1,222,223-1～3,224,226-1～3,227-1・

2,228,229,232-1・2,248,249,250-1～4,251-1～

3,252,253-1・2・4・5,261-1～4,262-1～

3,263,264,266～269,270-1,271,1126～

1128,1133-1・3・4 

縄文中後期、 

擦文 

Ｈ－10－4 栄町遺跡 遺物包含地 宅地、畑 鴛泊字栄町 222～224-1,343 縄文中後期 

Ｈ－10－5 
栄町キャンプ

場遺跡 
遺物包含地 植林地 

鴛泊字栄町 227-3 
旧石器、縄文 

Ｈ－10－6 港町１遺跡 集落跡 畑 
鴛泊字港町 121,122,138,139-1･2・3,140～

147,198-1 
縄文中期 

Ｈ－10－7 
利尻富士町 

役場遺跡 
集落跡 宅地 

鴛泊字港町 118-1・4,119-1～3,120-1・2,121-1・

2,122-1 ・ 2,123-1 ・ 2 ・ 5,124,125-1,126-1 ～

3,132,133,137,279-1・2 

縄文早晩期 

～オホーツク 

Ｈ－10－8 ペシ岬遺跡 遺物包含地 原野、畑 
鴛泊字港町 90,93,94,96～98,264 続縄文 

～オホーツク 

Ｈ－10－9 鴛泊港遺跡 遺物包含地 港湾用地、原野 鴛泊字港町 86-3,87-1～3,88-1・3・5,90 オホーツク 

Ｈ－10－10 
ペシ岬灯台 

遺跡 
遺物包含地 灯台用地 

鴛泊字港町 90 続縄文 

～オホーツク 

Ｈ－10－11 
野塚展望台 

遺跡 
遺物包含地 原野、畑 

鴛泊字野塚 279-1･2,280,281,282-2, 

283-1･2,284,287-1～6,国有未開地 
縄文中晩期 

Ｈ－10－12 野塚岬遺跡 遺物包含地 畑 
鴛 泊 字 野 塚 206,207,209 ～ 214,242 ～

248,249-1～3,250 

縄文 

～オホーツク 

Ｈ－10－13 野塚遺跡 遺物包含地 畑 

鴛泊字野塚 101-1･2,102-1～6,103-1～12,107-1

～4・9・12～15,109,110-1～4,111,112,113-1～

3,114,115-1～3,116-1～3,117～122,124,125-1･

2,126-1･3・4・5 

縄文 

～オホーツク 

Ｈ－10－14 野塚第２遺跡 遺物包含地 宅地 鴛泊字野塚 11-1･2,12,15,15-1,16,26,27,28-1･縄文中期 
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2,29～31,32-1・2・8～19,33-2,35-2 

Ｈ－10－15 鬼脇遺跡 遺物包含地 原野、畑 鬼脇 10～12,313 オホーツク 

Ｈ－10－16 
沼浦海水浴場

遺跡 
貝塚 畑 

鬼脇字沼浦 110～122,123-1・2,124～130, 

131-1,133-1,143-1・2,144-1・2,148-1, 

149-1,150,151,187,188-1～3,190-1,国有未開地 

縄文後晩期～

擦文 

Ｈ－10－17 沼浦遺跡 貝塚 宅地、畑 
鬼脇字沼浦 88-4,89-1・2,90,99,100,101-1・2,102-1・

2,197,198,199-1・2,200-1・2,201-1・2,203 

縄文晩期 

～オホーツク 

Ｈ－10－18 本泊小学校遺跡 遺物包含地 畑、原野、校地 鴛泊字本泊 106 擦文 

Ｈ－10－19 
利尻神社下 

遺跡 
遺物包含地 畑 

鴛泊字本町 138-1･2,栄町 227-11,国有地 続縄文 

～オホーツク 

Ｈ－10－20 港町２遺跡 遺物包含地 畑 鴛泊字港町 146,147,国有林 縄文後期 

 

 

４．調査資料 

11 月 13 日に行なわれた第 10 回フィールド発表会での発表資料 2 本のほか、町内匿名で提供いた

だいた「甘露泉水」の由来に関わるコメントを掲載する。 

 

・清川水源地の「水神」 別紙資料 

・本泊神社由来の「鰐口」 別紙資料 

 

・甘露泉の命名について 

 山で仕事をしていた吉田徳次が清水を見つけ「甘露泉」と名付けた（大正時代頃か）。情報提供

者が小さい頃、旧道からその場所によく遊びに行ったが、現在の東屋を越えた所に丸太を半分に割

った柱に墨で甘露泉と大きく書かれたものが立っていたと記憶している。 

 

  下の写真は、現在も建つ「甘露泉（昭和 10 年 7 月順厚建立）」の石柱 
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